
験
潮
儀
に
依
る
三
陸
津
浪
の
調
査
報
告

.' ， 

本
年
三
月
三
日
午
前
三
時
三
十
二
分
頃
、
三
陸
沖
の
深
海
底
に
渡
し
た

強
震
に
際
L
釧
路
、
鮎
川
、
銚
子
、
宮
崎
ハ
布
良
)
、
横
演
、
清
水
(
静
岡

牒
)
等
の
各
地
に
於
て
は
験
潮
記
象
に
津
浪
の
現
象
を
現
は
し
d

た
。
叉
潮

岬
、
鳥
羽
、
清
水
(
高
知
牒
v
、
油
津
等
の
各
地
の
験
潮
記
象
に
も
多
ゆ
津

波
の
現
象
を
現
は
し
て
居
る
が
、
湾
の
副
振
動
に
蔽
は
れ
て
)
非
、
の
初
動

の
時
刻
並
び
に
方
向
等
を
正
し
く
判
断
す
る
事
が
困
難
ぞ
あ
る
リ

f

今
各
測
候
所
の
勢
を
煩
は
し
て
蒐
集
し
た
資
料
に
よ
り

γ
各
地
に
到
達

し
た
津
浪
波
動
の
起
時
ぺ
週
期
、
振
幅
等
に
就
い
て
要
鮪
を
述
ぶ
れ
ば
次

の
如
く
で
あ
る
ベ
此
庭
で
は
単
一
に
現
象
の
記
述
に
止
め
此
れ
に
閲
す
る
論

議
は
次
の
機
舎
に
し
度
い
L
C

思
ふ
。
向
ほ
時
計
の
進
み
後
れ
の
矯
め
ブ
所

に
依
つ
て
は
起
時
に
数
分
の
4

設
差
が
有
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
資
料
を
重
ん

℃
で
、
此
庭
に
は
共
の
俸
を
掲
示
す
る
と
ふ
」
に

L
た
。
)

•• 
釧
路
変
震
の
約
二
十
孔
八
刀
後
-
三
時

O
分
頃
十
糎
内
外
の
綬
鼻
を
見

一
た
が
、
三
時
十
五
分
第
一
極
高
に
達

T
る
や
、
俄
然
念
降
し
、
」
二
時
三
十

闘

鯉

野口

猿

人

中

分
第
一
極
低
に
山
淫
し
た
。
斯
く
て
正
午
広
到
る
迄
百
糠
内
外
の
会
振
幅
を

以
て
激
し
い
振
動
を
行
っ
た
が
、
犬
れ
よ
り
後
は
五
十
糎
内
外
の
金
振
隔

を
以
て
d

振
動
し
、
、
翌
四
日
午
前
八
時
頃
に
到
る
迄
明
か
に
津
浪
の
飴
波
を

税
取
寸
も
と
之
が
出
来
た
。
昇
降
曲
線
は
不
規
別
で
あ
る
が
、
初
め
約
十

五
分
の
週
期
主
約
二
十
分
の
週
期
の
波
動
が
移
し
く
現
は
れ
、
三
日
正
午

以
後
に
は
約
三
十
分
の
週
期
の
も
の
が
数
多
く
現
は
れ
た
、
倫
ほ
別
園
は

共
の
験
潮
記
象
の
一
部
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

••••• 
北
上
川
月
演
後
震
の
約
四
十
六
分
後
]
三
時
十
八
分
頃
十
五
糎
内
外

ω上
昇
を
見
た
が
、
三
時
二
ナ
三
分
、
第
一
極
高
に
達
す
る
や
、
俄
然
急
降
を

始
め
、
三
時
三
十
八
刀
第
一
一
極
低
に
達
し
た
。
斯
く
て
同
日
午
前
九
時
に
到
る

迄
百

1
ん
十
糎
の
金
振
幅
を
以
て
激
し
い
昇
降
を
行
っ
た
が
、
共
れ
ま

b

，
後
は
五
十
糎
内
外
の
空
振
幅
を
以
て
振
動
を
績
け
、
一
J

正
午
に
到
る
も
倫
ほ

顕
著
友
津
一
浪
の
現
象
を
示
じ
た
。
昇
降
曲
線
は
概
し
て
不
規
則
で
あ
る
が

約
十
分
、
の
遡
期
之
約
一
弘
、
十
分
の
週
期
の
振
動
が
数
多
く
現
は
れ
た
。
‘
別
国

i¥.. 



は
北
ハ
の
験
潮
記
象
の
一
部
を
示
す
も
の
で
あ
る
0

・

--e
・・

北
上
川
河
口
後
震
後
約
四
十
三
八
刀
、
三
時
十
五
分
頃
十
糎
内
外
の
綬

昇
を
見
た
が
、
三
時
四
十
八
八
刀
第
一
桜
高
に
達
す
る
J

や
川
会
激
た
下
降
を
始

め
、
三
時
五
十
九
分
第
一
極
低
に
建
し
た
。
共
の
後
遡
期
約
十
分
会
振
幅
二

十
1
四
十
糎
の
比
較
的
小
さ
な
振
動
を
六
十
七
回
績
け
た
が
、
五
時

O
分
T
i
 

再
び
八
十
粧
の
念
降
を
行
ひ
、
五
時
十
二
分
第
二
の
大
極
低
(
別
表
中
間
)

に
建

L
た
。
斯
く
で
午
前
八
時
頃
に
到
る
迄
百
糎
内
外
の
全
振
幅
を
以
て

激
し
い
振
動
を
行
ひ
、
正
午
近
く
に
到
る
も
倫
ほ
全
振
幅
五
ナ
糎
肉
外
の

顕
著
た
昇
降
を
見
た
U

昇
降
曲
線
は
概
七
て
不
規
則
で
あ
る
が
、
週
期
約

十
分
の
も
の
L
C

約
十
五
分
の
も
の
主
が
数
多
く
現
は
れ
た
。
倫
ほ
此
の
外

に
約
六
十

1
七
十
分
の
週
期
に
て
、
振
幅
を
交
互
に
増
減
し
寸
捻
り
」
の
如

き
現
象
を
呈
し
た
。
別
園
は
共
の
験
潮
記
象
の
プ
部
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
ρ

・1

一
一
仰
川
町
護
震
の
約
三
十
三
分
後
、
三
時
五
分
頃
五
糎
内
外
の
綬
昇
を
見

た
が
、
三
時
十
二
分
第
一
極
高
に
達
す
る
や
‘
会
激
な
下
降
を
始
め
、
三

時
十
七
分
第
一
極
低
に
達
し
た
。
斯
く
て
午
前
八
時
頃
に
到
る
迄
屡
々
全

振
幅
五
十
l

百
糎
の
激
し
い
振
動
を
行
っ
て
居
た
が
、
主
ハ
の
後
五
十
糎
内

外
の
全
振
幅
を
以
廿
昇
降
を
績
け
、
翌
四
日
午
前
五
時
頃
に
到
る
も
倫
ほ

頴
著
な
津
浪
の
現
象
を
呈
し
た
什
昇
降
曲
線
は
矢
張
り
不
規
則
で
あ
る
が
、

週
期
は
約
包
|
八
分
の
も
の
L
C

約
十
四

l
十
五
分
の
も
の
止
が
多
数
現
は

八

れ
た
o

b

問
ほ
共
の
験
潮
記
象
の
一
，
・
部
右
示
せ
ば
別
園
の
如
く
で
あ
る
ο

••••• 
盛
釜
治
尾
島
殻
震
後
約
六
十
分
、
三
時
四
十
分
頃
十
糎
内
外
の
比
較

的
顕
著
左
上
昇
を
行
ひ
、
四
時
五
分
頃
第
一
極
高
に
建
じ
、
緩
い
て
十
五

糎
内
外
の
念
降
を
行
っ
て
第
一
極
低
に
達
し
た
u

北
ハ
の
後
遡
期
約
二
十
五

!
四
十
分
会
振
幅
三
十
糎
内
外
の
比
較
的
規
則
正
し
い
振
動
を
十
‘
数
同
緩

け
た
が
、
・
午
後
三
時
頃
よ
り
振
動
は
多
少
不
規
則
ξ
た
り
、
四
日
午
前
零

時
頃
り
よ
は
振
幅
も
，
次
第
に
減
少
し
て
行
っ
た
。
併
し
津
浪
の
飴
波
は
四

日
の
夜
宇
に
到
る
迄
も
多
少
観
取
す
る
と
L
C

が
出
来
る
。
週
期
は
三
十
分

内
外
の
も
の
が
数
多
く
現
は
れ
た
。
別
闘
は
共
の
検
潮
記
象
の
一
部
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。

一
司

…M4P伊
m
m
験
潮
記
象
潟
し
か
ら
推
せ
ば
焚
震
後
約
六
十
分
、
三
時

三
十
分
頃
十
糎
内
外
の
綬
昇
を
行
っ
た
が
緩
い
て
百
五
十
糎
内
外
の
念
降

を
行
ひ
三
時
五
十
分
頃
第
一
極
低
に
建
す
る
・
と
共
に
二
百
八
+
糎
内
外
の

念
昇
を
行
ひ
四
時
頃
著
し
き
大
極
高
〈
別
表
申

H
V
に
達
し
た
。
縫
い
て
二

百
糎
内
外
の
念
降
を
行
ひ
四
時
二
十
分
頃
第
二
極
低
に
達
し
た
。
斯
く
て

午
後
二
時
頃
に
到
る
迄
全
振
幅
吉
糎
内
外
、
週
期
三
十
|
四
十
分
位
の
振

動
が
行
は
れ
た
が
、
共
れ
よ
り
幾
分
振
幅
を
減
小
し
、
且
つ
昇
降
も
幾
分

不
規
則
之
た
り
喜
一
振
幅
は
七
十
八
十
糎
'
と
な
っ
た
が
、
更
に
午
後
五
時
頃

か
ら
は
み
エ
振
幅
三
十
糎
内
外
に
減
小
し
た
。
然
る
に
午
後
六
時
三
十
分
頃



よ
h

吹
再
び
比
四
日
幅
し
る
一
振
幅
五
十
糎
内
外
週
期
約
三
十
分
の
可
也
規
則
正
し

い
振
動
を
行
ひ
午
後
十
一
時
頃
よ
り
、
，
次
第
に
減
糎
ず
る
主
主
ハ
に
週
期
が

多
少
長
く
な
り
-
且
つ
昇
降
が
幾
分
不
規
則
ル
」
た
り
四
日
午
前
八
時
頃
か

ら
は
念
に
減
衰
し
て
行
っ
た
様
で
あ
る
。
命
ほ
検
潮
記
象
の
一
部
を
示
せ

・註，

ば
別
国
の
如
く
で
あ
る
。

-
e

・・・・・

気
仙
沼
湾
・
小
A

汐
後
震
後
約
六
十
八
刀
、
三
時
三
十
分
頃
二
十
糎
内
外

の
比
較
的
念
激
た
上
昇
を
行
ひ
三
時
四
十
分
頃
第
一
極
高
に
達
す
る
や
俄

然
百
三
十
糎
内
外
の
急
降
を
行
ひ
、
一
二
時
五
十
分
頃
第
一
極
低
に
建
し
た
。

斯
く
て
百
五
十
|
二
百
糎
の
会
振
幅
を
以
尤
数
同
の
昇
降
を
行
ひ
四
時
二

十
分
頃
一
旦
減
幅
し
て
み
振
幅
五
十
糎
内
外
ξ
な
っ
た
が
五
時
三
十
分
頃

か
ら
再
び
念
に
増
幅
し
百
糎
以
上
の
全
振
幅
に
建
し
、
六
時
二
十
分
頃
百

八
十
糎
内
外
の
会
降
左
共
に
不
幸
に
し
て
器
械
は
破
損
し
て

L
ま
っ
た
。

昇
降
曲
線
は
不
規
別
で
あ
る
が
週
期
は
約
十
分
内
外
の
も
の
が
多
く
現
は

れ
て
居
る
様
で
あ
る
。
向
ほ
記
象
の
一
部
を
示
せ
ば
別
固
の
如
く
で
あ

る
ο一

仰
伊
初
動
の
時
刻
並
び
に
初
相
は
飴
り
明
か
で
は
な
い
が
、
発
震
後

約
ん
十
分
、
ご
一
時
五
十
分
頃
十
八
糎
内
外
の
下
降
を
行
ひ
四
時
五
分
頃
第

-
極
低

λ
別
表
中
Y
)
に
達
し
緩
い
て
五
十
糎
内
外
の
念
昇
を
行
ひ
四
時
.

ご
、
十
分
頃
顕
著
た
極
高
へ
別
表
中
日
)
に
建
し
た
。
斯
く
て
午
前
六
時
一
頃
に

到
る
迄
卒
一
振
幅
五
十
糎
内
外
週
期
約
二
十
|
三
十
分
の
振
動
を
数
回
績
け

た
が
共
れ
よ
り
振
幅
を
幾
分
増
加
し
最
大
会
振
幅
八
十
糎
近
く
に
建
L

た
。
午
前
九
時
頃
よ
り
一
且
振
幅
を
減
じ
た
が
同
十
一
時
頃
よ
り
再
び
増

幅
し
て
金
振
幅
五
十
糎
内
外
の
振
動
を
二
三
同
行
ひ
、
午
後
零
時
三
十
分

よ
り
後
は
金
振
幅
二
十
l

三
十
粧
の
振
動
を
永
く
縫
綾
じ
た
。
津
浪
の
徐

波
は
同
日
夜
宇
に
到
る
も
命
ほ
翻
取
す
る
事
が
出
来
る
。
倫
ほ
検
潮
記
象

の
一
部
を
示
せ
ば
別
国
の
如
〈
で
あ
る
。

mmmmm-m即
後
震
営
時
も
五
糎
内
外
の
副
振
動
が
起
っ
て
居
り

津
浪
の
初
動
の
時
刻
並
び
に
初
相
は
飴
り
鮮
明
で
は
な
い
。
が
、
発
震
の
約

三
十
分
後
午
前
三
時
頃
三
糎
内
外
の
綬
昇
を
行
っ
た
後
約
二
十
粧
の
念
降

を
行
ひ
三
時
十
七
分
頃
第
一
極
低
に
建
し
た
。
描
聞
い
て
約
三
十
糎
の
念
昇

を
行
ひ
=
一
時
こ
サ
令
頃
著
し
い
極
高
〈
別
表
申

H
)
に
達
し
た
。
斯
く
て

午
前
九
時
頃
に
到
る
迄
屡
々
金
振
幅
四
十
糎
以
必
一
に
達
し
最
大
会
振
幅
は

五
十
糎
以
上
に
建
し
て
居
る
。
共
れ
よ
り
後
は
，
次
第
に
振
幅
を
減
小
し
て

行
っ
た
が
津
浪
の
飴
波
は
翌
朝
三
時
頃
に
剖
る
迄
も
認
め
ら
れ
る
様
で
あ

る
。
週
期
比
約
十
分
位
の
も
の
が
多
数
現
は
れ
て
居
る
l

倫
ほ
験
潮
記
象

の
一
部
を
示
せ
ば
別
国
の
通
り
で
あ
る
。
、
，
土

e

i

p

h
v
m
w
h
r
-
N
h
r

河
口
の
蹴
町
在
一
同
様
初
動
の
時
刻
品
山
一
に
初
相
は
飴
り
鮮

明
で
は
な
い
が
後
震
後
約
七
十
分
、
.
三
時
四
十
分
頃
五
糎
内
外
の
綬
昇
を

一
八
三



行
び
同
五
十
分
第
一
極
高
に
達
し
績
い
て
二
十
も
糎
内
ν

外
の
急
降
今
一
行
ぴ
四

時
三
分
頃
第
一
極
低
に
令
達
し
た
。
縞
聞
い
て
一
一
一
一
士
糎
内
外
J

の
怠
昇
を
行
n
M
1
四

時
十
4

分
頃
第
二
極
高
に
建
し
て
居
る
。
斯
ぐ
-
て
町
午
前
十
時
頃
に
到
る
一
迄
は

屡
々
三
十
糎
内
外
の
金
振
幅
を
以
て
振
動
を
一
行
.
っ
た
が
寸
呉
れ
♂
よ
り
一
次
第

に
減
衰
し
て
行
っ
た
。
然
し
金
振
幅
十
糎
内
外
の
振
動
は
午
後
十
時
頃
に

到
る
も
倫
ほ
屡
z

々
現
は
れ

τ
居
る
。
而
じ
て
津
浪
の
飴
波
は
翌
朝
同
時
頃

迄
も
認
め
ら
れ
る
様
で
あ
る
ο
‘
週
期
は
矢
振
り
十
分
内
外
の
も
の
が
多
数

現
は
れ
て
居
る
。
角
低
験
潮
記
象
の
一
部
を
示
せ
ば
別
固
の
如
く
で
あ
る
。

•• 
室
蘭
;
識
は
震
後
約
九
十
分
、
4

午
前
四
時
頃
十
糎
内
外
の
可
也
目
立
つ
段

下
降
を
な
し
約
五
分
の
後
第
一
極
低
(
別
表
中

r
v
に
濯
し
、
緩
い
て
十

糎
内
外
ー
の
上
昇
を
行
っ
て
四
時
十
五
分
頃
極
高
(
別
表
中
H
)
に
建
し
た
υ

斯
く
て
次
第
に
振
幅
を
増
加
し
、
J

午
前
七
時
頃
に
は
屡
々
全
振
幅
三
十
糎

近
く
に
建
し
た
。
杢
振
幅
十
糎
内
外
の
昇
降
は
正
午
近
ぐ
に
到
る
迄
屡
々

現
は
れ
て
居
る
。
昇
降
曲
線
は
不
規
別
で
あ
る
が
十
!
二
十
分
位
の
週
期

の
振
動
が
多
数
現
は
れ
て
居
る
u

山
卵
子
津
浪
初
動
の
時
刻
並
び
に
初
相
は
飴
り
明
か
で
は
た
い
が
都
内
震

後
約
六
十
分
、
三
時
三
十
分
頃
五
糎
内
外
の
綬
昇
の
後
約
十
糎
の
下
降
を

行
ひ
三
時
四
十
分
頃
秘
低
に
達
し
、
穣
い
て
約
十
糎
の
上
昇
を
行
ひ
三
時

五
十
分
頃
極
高
(
別
表
中
日
)
に
建
し
売
J

斯
く
て
，
次
第
に
振
幅
を
一
増
加
し
ベ

F 

一
八
四

午
前
六
時
J
十
時
頃
に
は
屡
・

7
全
振
幅
三
十
-
糎
近
く
に
達
し
た
が
午
後
四

時
頃
よ
以
共
第
に
消
滅
し
だ
行
っ
た
。
週
期
は
十
分
内
外
の
も
の
が
多
数

現
吋
れ
て
居
る
J

何
段
験
潮
記
象
の
一
部
を
示
せ
ば
別
闘
の
如
く
で
あ
る
。

--

C
蕪
島
(
青
森
脇
)
溌
震
後
約
三
十
五
八
刀
!
二
一
時
七
分
頃
約
三
十
糎
の
司

令
投
サ
念
激
右
上
昇
左
行

ο
た
が
、
約
五
分
の
後
三
時
十
二
分
頃
に
至
り
俄

然
百
五
十
糎
内
外
の
念
降
を
行
ひ
約
十
分
の
後
顕
著
訟
第
一
一
極
低
に
遣
し

光
。
描
明
い
て
百
七
十
糎
内
外
の
念
昇
を
行
ぴ
?
約
ご
分
の
後
三
時
三
十
五

分
頃
頴
著
な
第
二
極
高
に
建
し
た
。
斯
く
て
正
午
近
く
に
到
る
迄
屡
々
全

振
幅
一
一
百
糎
笠
連
ナ
る
激
し
き
振
動
を
行
ひ
、
最
大
杢
振
幅
は
買
に
=
一
百

糎
以
上
に
達
し
党
。
共
れ
よ
り
後
は
漸
弐
振
幅
を
減
小
し
て
行
フ
た
が
、
一

翌
四
日
午
前
に
到
る
も
倫
ほ
顕
著
た
津
浪
の
徐
波
を
親
取
す
る
事
が
出
来

る
U

昇
降
線
曲
線
は
不
規
別
で
あ
る
が
週
期
十
八
刀
内
外
の
も
の
及
び
二
十

八
刀
内
外
の
も
の
が
多
数
現
は
れ
て
居
る
。
ぬ
問
ほ
験
潮
記
象
の
一
一
部
を
示
せ

ば
別
国
の
如
く
で
あ
る
。

.. 7. 
小
名
演
小
名
演
に
於
て
は
奮
臓
の
暴
風
雨
の
や
一
め
験
潮
儀
流
夫
じ
今

岡
の
津
浪
襲
来
に
際
し
て
は
粉
、
潮
記
象
を
得
る
と
ー
止
が
出
来
な
か
っ
た

が
、
量
水
標
に
依
る
毎
時
観
測
の
結
果
は
次
表
の
如
て
で
る
る
(
倫
ほ
従

来
局
所
の
最
高
潮
位
記
録
は
一
、
七
一
米
、
最
低
潮
位
記
録
は
負
O
、四
C

米
で
あ
る
)
。
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・
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一
負
0
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一
四

一
八
・

O
一

0
・五

O

一
九
・

O
一

0
・
六
霊

二
0
・
0
一
0
・
六
ぎ

二
一
・

O
一

0
・
六
八

二
二
・

0
7
0
・
五
五

二
三
・

O
一
0
・
五
三

0

・0
一
0
・
五
八

1/ 1/ 

四，
日

'
h
w
刊
愛
震
後
約
三
十
七
分
、
三
時
九
分
頃
五
糎
内
外
の
綬
一
昇
を
見
た

が
グ
‘
三
時
こ
十
二
八
刀
念
降
し
三
時
二
十
九
分
第
一
板
低
に
達
し
た
。
斯
く

て
午
前
九
時
頃
に
到
る
迄
金
振
幅
二
十
糎
内
外
の
昇
降
を
行
っ
た
。
昇
降

曲
線
は
複
雑
で
あ
る
が
1

約
十
分
の
週
期
の
も
の
及
び
三
十
分
の
週
期
の

も
の
が
多
数
現
は
れ
た
。
角
低
験
潮
記
象
の
一
部
を
示
せ
ば
別
園
の
如
く

で
あ
る
。-.・

宮
崎
(
布
良
)
護
震
後
約
五
十
二
分
、
三
時
二
十
四
分
頃
十
五
糎
内
外

の
緩
昇
を
見
た
が
、
三
時
三
十
六
分
第
一
極
高
に
達
す
る
や
会
降
を
行
ひ

一
一
一
時
四
十
六
分
頴
著
在
第
一
極
低
に
達
し
た
。
斯
く
て
十
時
近
く
に
到
る

で
八
五



/ 

迄
司
令
一
振
幅
三
十
!
五
十
粧
の
昇
降
を
緩
け
て
居
た
が
、
九
時
五
十
二
分
頃

よ
り
再
び
振
幅
を
増
大
し
、
屡
々
司
会
振
幅
百
糎
内
外
の
昇
降
を
行
び
顕
著

な
津
浪
の
現
象
を
現
は
し
た
昇
降
曲
線
は
可
た
り
複
雑
で
、
初
め
は
約

五
分
り
週
期
を
有
す
る
小
振
動
の
外
に
約
二
十
!
二
十
五
分
の
週
期
で
顕

著
な
昇
降
を
行
っ
た
が
、
六
時
頃
よ
り
約
五
分
の
週
期
の
振
動
が
漸
次
卓

越
し
た
。
倫
ほ
験
潮
記
象
の
一
部
を
示
せ
ば
別
国
の
如
く
で
あ
る
。

hr印
後
震
よ
り
約
百
十
三
分
の
後
、
四
時
二
十
五
分
頃
二
糎
内
外
の

僅
か
な
緩
降
を
見
た
が
、
約
五
分
の
後
十
糎
内
外
の
顕
著
左
上
昇
を
見
、

五
時
十
三
八
刀
頃
第
一
極
高
に
遼
し
、
緩
い
て
十
五
糎
内
外
の
念
降
を
行
ひ

五
時
三
十
五
分
頃
顕
著
た
第
一
極
低
に
建
し
た
》
昇
降
曲
線
は
規
則
正
し

く
週
期
は
約
五
十
|
六
十
分
で
あ
る
。
斯
く
て
五

l
六
同
の
昇
降
の
後
九

時
頃
よ
り
，
次
第
に
治
減
し
た
が
、
振
幅
二
|
三
粧
の
小
振
動
(
週
期
約
五

十
分
)
は
五
日
朝
正
到
る
も
倫
ほ
行
は
れ
た
。
験
潮
記
象
の
一
一
部
を
示
せ

ば
別
固
の
如
く
で
あ
る
。

M
げ
伊
初
動
の
時
刻
並
び
に
方
向
は
正
確
に
判
断
す
る
事
が
閑
難
で
あ

る
が
、
四
時
十
分
頃
一
ー
ー
二
糎
の
僅
か
の
綬
井
の
後
十
糎
内
外
の
顕
著
た

下
降
を
以
て
始
ま
う
て
居
る
様
で
あ
る
。
斯
く
て
四
時
二
十
分
頃
第
一
極

低
に
達
し
、
更
に
十
五
糎
内
外
の
念
昇
を
行
ひ
四
時
三
十
五
分
頃
額
著
友

極
高
に
達
し
た
u

初
め
は
昇
降
が
不
規
則
で
約
二
十
分
内
外
の
週
期
の
振

↓
八
六

動
が
多
ぐ
現
は
れ
た
が
、
正
午
頃
か
ら
は
昇
降
が
漸
弐
規
則
正
し
く
な
る

ー
と
共
に
振
幅
も
著
し
く
増
大
仁
金
振
幅
三
十
糎
以
上
に
建
し
た
。
文
約
二

十
分
内
外
の
週
期
の
外
に
約
十
分
内
外
の
週
期
が
移
し
く
現
は
れ
た
。
此

の
顕
著
左
振
動
は
三
日
午
後
十
一
時
三
十
分
頃
迄
績
い
た
が
其
れ
よ
り
振

動
は
漸
次
衰
令
て
行
っ
た
。
:

お
げ
が
諮
問
牒
)
護
震
後
約
A
十
ん
分
、
四
時

O
分
頃
ご
ア
同
一
粧
の
僅

か
な
綬
降
を
見
た
が
、
'
約
五
分
の
後
十
五
糎
内
外
の
頴
著
な
上
昇
を
見
、

四
時
二
十
五
分
第
一
一
概
高
に
遼
L
た
。
緩
い
て
十
五
糎
内
外
の
念
降
を
行

ひ
四
時
五
十
分
顕
著
た
第
↓
板
低
(
別
表
中

Y
)に
達
し
た
。
斯
く
て
正
年

頃
に
到
る
迄
は
週
期
五
十
分
内
外
最
大
会
振
幅
十
五
糎
内
外
の
比
較
的
規

則
正
し
い
昇
降
が
行
は
れ
た
が
、
五
午
頃
よ
り
，
弐
第
に
不
規
則
と
な
り
、

且
つ
振
幅
も
減
少
し
た
が
、
翠
四
日
午
前
零
時
頃
よ
り
週
期
約
十
分
最
大

喜
一
振
幅
十
糎
内
外
の
比
較
的
規
則
正
し
い
昇
降
が
再
び
現
は
れ
同
暁
五
時

頃
，
次
第
に
消
滅
し
た
。
験
潮
記
象
の
一
部
を
示
せ
ば
別
園
の
如
に
で
あ

る
0

•• 
父
島
父
島
に
於
て
も
験
潮
記
象
に
顕
著
な
津
浪
一
の
現
象
を
現
は
し

た
。
後
震
後
約
百
三
分
、
四
時
十
五
分
頃
十
二
糎
内
外
の
比
較
的
念
激
な

下
降
を
行
ひ
、
四
時
二
十
三
分
頃
第
一
板
低
に
達
す
る
や
六
十
五
糎
内
外

の
念
激
な
上
昇
を
行
ひ
、
問
時
三
十
二
分
頃
著
し
い
極
高
〈
別
表
中
I
)



に
達
し
た
。
績
い
て
百
十
糎
内
外
の
念
降
を
行
ひ
、
四
時
四
十
分
頃
第
二

極
低
に
達
し
た
。
斯
く
て
午
前
六
時
頃
に
至
る
迄
週
期
約
二
十
分
、
金
振

幅
約
百
|
六
十
糎
の
比
較
的
規
則
正
し
い
振
動
E
績
け
た
が
、
共
れ
よ
り

六
l
七
分
の
週
期
の
小
振
動
が
起
る
主
共
に
金
振
幅
は
三
十
l
四
十
糎
位

に
減
じ
た
。
然
し
午
前
十
時
頃
よ
り
全
振
幅
は
再
び
五
十
|
六
十
糎
位
に

増
加
し
、
十
一
時
頃
よ
り
み
一
振
幅
三
十
l
四
十
糎
に
と
た
り
、
平
後
一
時

三
十
分
頃
よ
り
又
全
振
幅
五
十
!
六
十
糎
位
に
増
加
し
た
。
斯
く
て
昇
降

曲
線
は
一
種
の
「
捻
り
し
の
如
き
振
動
を
示
し
て
居
る
が
、
午
後
ご
時
頃
か

ら
は
司
令
‘
振
幅
二
十
l
三
十
粧
位
に
減
じ
三
日
夜
半
に
到
る
迄
全
振
幅
二
十

組
内
外
の
振
動
が
縫
い
た
ο

週
期
は
二
十
!
こ
十
五
分
の
も
の
左
五
分
内

外
の
も
の
と
が
多
数
現
は
れ
て
居
る
。
向
ほ
験
潮
記
象
の
一
部
を
示
せ
ば

別
園
の
如
く
で
あ
る
0

•• 
鳥
羽
鳥
羽
に
で
も
多
少
津
浪
の
現
象
を
現
は
し
た
が
左
程
著
し
く
は

認
め
ら
れ
な
い
。
初
動
の
時
刻
も
不
鮮
明
で
あ
る
が
、
後
震
後
約
百
十
八

分
、
四
時
三
十
分
頃
六

l
七
粧
の
柏
々
目
立
っ
た
上
昇
を
以
て
始
ま
っ
て

居
る
様
で
あ
る
。
最
大
波
動
は
七
時
三
十
分
頃
に
起
っ
た
全
振
幅
十
五
糎

内
外
の
波
で
、
週
期
は
約
二
十
分
位
の
も
の
在
約
十
分
位
の
も
の
之
が
数

多
く
現
は
れ
て
居
る
。
偽
段
験
潮
記
象
の
一
一
部
を
示
せ
ば
別
問
の
如
〈
で

あ
る
。

•• 
勝
浦
(
和
歌
山
懸
)
護
震
賞
時
も
み
t'

振
幅
五
糎
内
外
の
副
振
動
が
あ

り
、
津
浪
の
初
動
の
時
刻
並
び
に
方
向
は
正
確
に
判
断
す
る
事
は
困
難
で

あ
る
が
、
後
震
の
約
百
十
三
分
の
後
、
四
時
二
十
五
分
頃
十
三
糎
内
外
の

可
な
り
顕
著
な
上
昇
を
以
て
始
ま
っ
て
居
る
様
で
あ
る
。
斯
く
て
四
時
三

十
五
分
頃
第
一
極
高
に
達
し
、
十
五
糎
内
外
の
下
降
を
行
っ
て
四
時
四
十

七
分
頃
第
一
極
低
に
達
し
た
G

此
の
全
振
幅
十
五
糎
内
外
の
振
動
は
共

ω

後
数
回
の
昇
降
ξ
共
に
、
漸
次
共
の
振
隔
を
減
じ
行
き
、
午
前
八
時
頃
に

は
全
振
幅
五
糎
内
外
と
な
っ
た
が
、
九
時
頃
よ
り
再
び
漸
次
振
動
は
激
し

く
た
り
、
正
午
近
く
に
は
会
振
幅
二
十
糎
近
く
に
注
し
た
。
此
の
振
動
も

午
後
一
時
三
十
分
頃
は
消
滅
し
て
金
振
幅
五
糎
足
ら
や
と
な
っ
た
が
、
午

後
二
時
頃
よ
り
金
振
幅
約
六

l
七
糎
と
な
り
、
午
後
八
時
頃
迄
殆
ん
ど
振

幅
を
増
減
す
る
事
た
く
績
い
た
U

昇
降
曲
線
は
非
常
に
規
則
正
し
く
週
期

は
約
二
十
ー
ー
二
十
五
分
の
も
の
が
数
多
く
現
は
れ
て
居
る
外
、
五
時
間
内

外
の
週
期
で
共
の
振
幅
を
交
互
に
増
減
し
一
種
の
「
捻
り
」
の
如
き
現
象

を
呈
し
て
居
る
。
角
低
験
潮
記
象
の
一
部
を
示
せ
ば
別
闘
の
如
く
で
あ

る
Q

d抑
が
都
民
震
営
時
も
会
振
幅
十
糎
内
外
の
副
振
動
が
行
は
れ
て
居
る
た

め
正
確
な
初
動
の
時
刻
は
判
断
し
難
い
が
]
護
震
後
約
百
十
八
分
、
四
時

三
十
分
頃
三
十
糎
内
外
の
梢
々
目
立
つ
念
昇
を
見
、
四
時
四
十
分
頃
第
一

一
八
七



極
高
に
注
し
、
結
聞
い
て
三
十
糎
内
外
の
会
降
を
行
ひ
四
時
五
十
六
分
頃
極

低
(
別
表
中
Y
)
に
建
L
た
?
斯
く
て
一
一
棋
の
「
捻
り
L

の
如
き
振
動
を
行

ひ
っ
つ
正
午
頃
に
到
る
も
倫
ほ
顕
著
た
昇
降
を
見
、
全
振
幅
は
屡
々
四
十

粧
以
上
に
遼

L
た
J

昇
降
曲
線
ば
概
し
て
規
則
正
し
く
週
期
は
十
分
内
外

の
も
の
左
二
十
!
二
十
五
分
の
も
の
ん
」
が
多
数
現
は
れ
た
u

倫
ほ
験
験
記

象
の
デ
部
を
一
不
せ
ぽ
別
国
の
如
く
で
あ
る
ο

，

-@ 

清
水
(
高
知
豚
U

副
振
動
が
常
に
著
し
く
殻
震
営
時
品
会
振
幅
十
糎
内

外
の
振
動
を
行
っ
て
居
る
た
め
、
初
動
の
時
刻
を
正
確
に
判
断
す
る
と
ー
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
後
震
後
約
百
四
十
八
八
弐
五
時

O
分
頃
二
十
糎
内
外

の
柏
々
目
立
っ
た
念
昇
を
見
、
五
時
十
一
分
第
一
極
高
に
遼
L
、
緩
い
て

二
十
五
粧
内
外
の
念
降
を
行
ひ
、
五
時
二
十
五
分
頃
松
保
(
別
表
中
Y
)

に
建
じ
た
U

斯
く
て
八
時
頃
に
到
る
迄
は
週
期
約
二
十
|
ご
十
五
分
金
振

幅
二
十
糎
内
外
の
比
較
的
規
則
正
し
い
，
振
動
争
行
っ
て
居
た
が
、
J

共
れ
よ

り
週
期
約
四
イ
l

五
分
の
小
振
動
が
多
数
現
は
れ
て
不
規
則
主
な
り
、
杢
振

幅
も
十
五
糎
内
外
に
減
じ
た
が
、

2

十
時
頃
よ
り
再
び
週
期
二
十
!
こ
す
五

分
の
波
動
が
卓
越
す
る
主
共
に
振
動
は
規
則
正
し
く
な
り
、
且
つ
振
幅
も

著
し
く
増
大
し
、
午
後
二
時
頃
に
至
る
迄
屡
々
全
振
幅
五
十
糎
近
く
に
達

し
た
。
斯
く
て
翌
朝
五
時
頃
に
到
る
も
倫
ほ
顕
著
な
津
浪
の
飴
波
'
を
認
め

る
事
が
出
来
た
。
倫
ほ
験
潮
記
象
の
一
部
を
示
せ
ば
別
国
の
如
く
で
あ

一
八
氏

る。
仰
一
伊
泊
津
に
で
も
多
少
山
津
浪
の
現
象
を
現
は
し
て
居
る
が
左
程
著
し

く
は
認
め
ら
れ
な
い
。
初
相
並
び
に
初
動
の
時
刻
等
は
不
明
で
あ
る
の
最

大
波
‘
動
は
三
日
・
十
二
時
十
分
頃
起
っ
た
全
振
幅
三
十
五
糎
内
外
の
も
の

で
、
週
期
は
+
・
五
分
内
外
の
も
の
が
数
多
く
現
は
れ
て
居
る
。

向
ほ
次
に
各
験
潮
記
象
の
要
黙
を
表
示
す
れ
ば
弐
表
の
如
く
で
あ
る
v

。
詰
)

.
盟
釜
港
花
淵
の
記
象
紙
潟
し
は
極
大
略
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
精
確
な
事

は
保
留
に
附
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
。



辿 期(分〉 金振幅(粧) 最び大襲波来動時刻順位及
ー一一"'" サ.-Bd

A 司、

t世 名
始時王時子

初本日 I-II-E-IY-V-W-W-II-F r- 1I- ]["-ID- ]11'-IVー /一一一-~一時一一ー分¥ 
If ID N Y 百羽田 1~ ][" m .TIJ" IV IV' 

釧路 (北海道〉 屯。J O 綬昇後念!年 26 16 19 23 16 25 16 53 104 34 20 67 60 41 ][ (?)、 3 4L 

函館 (同) 3 050(?) 綬降後急昇 30 18 28 26 20 52 25 17 54 45‘35 30 52 65 lX:(?) 7 1)5 
室蘭 (同〉 4 O 念l年後急:昇 15 10 1<5 10 

棋室 (同〕 3 30 綬!年後綬昇 20 15 15 12 12 14 10 1~ 6 13 20 2~ 10 

ヨ!~島 (青森・1鴎〉 3 7('?) 急昇後急降 ]3 9 15 150 171 130 155 113 102 。。
ノ

北上川月演(宮破腕) 3 18 綬昇後急!年 10 8 11 12 18 19 13 52 14:") 93 50 86 9~ 60 ][ 電‘~ i2 

北上川河口(同〉 3 15 綬昇後急降 15 10 9 9 8 12 10 80 93 27 24 20 33 57 K 5 ]8 

鮎川 (同〉 3、 5 続昇後急降 13 8 7 1.) 8 8 7 6.1 l~ß 148 123' 128 104 。7 ][ 3 ~~ 

関釜港尾島(同) 3 40 念昇L後急降 23 35 30 32 48 35 4] 18 24 20 28 25 35 3G N 5 3'1 

気仙沼海小々汐〈民) 3 30 念昇後急;降 11 9 10 125 IV(?) 4 10 

那珂川祝町(茨蚊!椋〉 3 O(?) 綬昇後急;降 17 13 S5， 23 

那珂川小川(同) 3 40(?) 綬昇後急降 20 18 3Q ]3 

銚子 (千葉!臨〉 。、 9 綬昇後急|年 18 。‘ 12- 18 10 8 12 36 4月 7 10 10 リF 10 ][ 3 34 

宮崎， (同) 3 24 設昇後急;降 19 19 23 20 21 26 19 42 43 46 29 3ヨ 35 f)1 ? 9 52 

右'I{涜 (市中奈川勝) 4 30 念昇後急降 53 55 60 18 9 8 4 、3 5 I 5 13 

内浦 c静岡J略〉 '4 10(?) 緩昇後急降 2ヨ 28 11 . J6 8 8 

清水 〈同〉 4 5 急;昇後急;降 72 4G 55 14 10 12 12 6 7 12 I 4 28 

尖島 (小笠原〉 4 15 念昇後急降 16 19 18 65 110 120 .100 E 4 50 

鳥羽 (三重!臆〉 4 30(?) ? 

市本「和歌山鯨〉 4 30 念昇後怠;降 21 21 20 21 24 20 22 23 35 35 32 28 26 35 V 6 7 

腕浦 (和歌山腕〉 4 24 急;昇後急降 23 20 18 2.5 20 22 20 14 11 8 7 7 9 11 X:OC 11 45 

清水 (高知牒〉 5 O(?) ? 21 21 lu 25 21 24 15 26 20 17 15 24 25 16 X][(?)]3 10 

f出港 (宮崎J蹄〉 ? ? ? 12 12 

趨期及び振幅はスk位の第一極高を I第二をII等とし其の間隔を示し、 l' II'等は極低の雷銃である。

1<キミ




